
【別紙 見積もり前提条件】 

 

１．算定期間 

令和 9年 4月 1日～令和 12年 3月 31日（3年間） 

 

２．前提条件 

（１） 支援員の配置については、仕様書「8従事者の体制等」に同じ。 

（２） 支援が必要とされる児童が入室している児童室には加配の支援員を配置するが、その判断につい

ては市と受託者の協議によるものとする。 

（３） 長期休業は年間 40日程度（土日祝日を除く）、13時以前の下校日は年間 20日程度を想定。 

（４） 児童の出欠席の連絡は連絡アプリ等専用ツールを導入すること。現在はルクミーを使用。 

（５） 受け入れ児童数については定員を基本とするが、希望者が多い場合には弾力的に受け入れを行う

場合があるため留意すること。 

（６） 定員を大きく超える申込数があった場合、増室する可能性があるため留意すること。 

（７） 在室の児童数は年度により異なるが、過去 3か年の在室児童数は以下の通りである。 

令和 6年度（R6.4.1現在）・・・通年 531人（長期 31人） 

令和 7年度（R7.4.1現在）・・・通年 552人（長期 61人） 

令和 8年度（R8.4.1現在）・・・通年 583人（長期 73人） 

（８） 令和 9年度入室見込児童数は、令和 8年 9月 28日時点で下記のとおり。 

児童室名 通年 
長期 

（学年始・末） 

長期 

（夏） 

長期 

（冬） 

東小学校 放課後児童室 170人  11人  16人  8人  

西小学校 放課後児童室 181人  14人  15人  8人  

深良小学校 放課後児童室 52人  1人  2人  1人  

富岡第一小学校 放課後児童室 106人  7人  10人  4人  

須山小学校 放課後児童室 22人  1人  1人  1人  

千福が丘小学校 放課後児童室 16人  6人  6人  3人  

南小学校 放課後児童室 39人  3人  5人  1人  

合計 586人  43人  55人  26人  

※入室希望調査結果より。回答率 82.6％のため留意すること。 

 

３．受託者が負担する経費 

（１） 仕様書「12業務・費用・リスクの分担区分（別表 2）」を参照 

（２） 業務に必要な経費は委託料に含めること  

 

４．利用者負担金について 

本契約における負担金は以下のとおりとするので、放課後児童室の運営費用に充て、負担金徴収見

込み額を事業費から差し引き委託料を積算すること 



（１） 保護者負担金は以下の通り。（児童のおやつ代を含む）。 

利用期間 負担金 

通年（4月～3月・長期休業を含む） 月額 8,000円 

学年始・学年末休業（4/1～1 学期始業式（入学式）前日まで・3 学期修

了式（卒業式）翌日～3/31まで） 
6,000円 

夏季休業（1学期終業式翌日～2学期始業式前日まで） 12,000円 

冬季休業（2学期終業式翌日～3学期始業式前日まで） 4,000円 

（２） 土曜日の利用については日額 400円とする。 

（３） 18時 30分以降 19時 00分までの利用については 30分 300円を徴収する。 

（４） 傷害保険・損害賠償保険料は利用者負担金とは別に徴収する（事業費には含まない）。 

 

５．その他 

今後の入室児童数の変動も予想されるが、その対応については、市と受託者が協議するものと

する。 

 


